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乳幼児の発達支援の体制づくり
～発達障害の疑いのある乳幼児の早期支援について方策を検討～

「2歳の日」「つくしんぼ」の参加者は、いずれにおいても参加後に支援センター・園庭開放などの継続的な
関係維持が可能となり、行政課題である経過観察対象の乳幼児とその保護者のフォロー体制が実現できる可能
性を見出せた。令和７年度からは支援センターとこども家庭課が連携した持続可能な体制が構築できた。

３研究成果

１課題

Ｒ６共同研究型

×

２概要 行政課題であった乳幼児健康診査後の経過観察フォロー体制として「安心して母
子遊び体験ができる」場の「2歳の日」（2023）と「つくしんぼ」（2024）を運
営し、母子遊び体験の中で表現される児の「育ち」を担当者と共有し、保護者の
子育てエンパワーメント（親支援）を実践した。
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▲プロジェクト実施メンバー
左から藤川先生、服巻先生、安部先生

2023年度　「2歳の日」実施一覧
実施日 申込 保健相談/発達相談 参加 園庭開放

第1回 5月17日 8組 ー（情報なし） 5組 ５組 62.50 100.00
第2回 6月21日 8組 ー（情報なし） 6組 5組 62.50 83.33
第3回 7月12日 6組 4組/2組 3組 2組 33.33 66.67
第4回 8月9日 7組 2組/5組 6組 6組 85.71 100.00
第5回 9月11日 8組 0組/8組 4組 3組 37.50 75.00
第6回 10月18日 7組 2組/5組 6組 3組 42.86 50.00
第7回 11月1日 10組 5組/5組 9組 6組 60.00 66.67
第8回 12月13日 8組 4組/2組 ５組 4組 50.00 80.00
第9回 1月17日 4組 3組/1組 3組 2組 66.67 66.67
第10回 2月7日 4組 4組/0組 ４組 3組 75.00 75.00
第11回 3月7日 ０組 ー ー ー 0.00 0.00

計 70組 39組 56.52 76.47 28組

参加者

フォロー率（％）

申込者

フォロー率（％）

参加者フォロー率50％超え

100％（10回/10回）

6カ月後

フォローアップ

申込者フォロー率50％超え

7回/11回（64％）

12月2日

6カ月フォロー

7組/22組

2月14日

6カ月フォロー

9組/22組

6月12日

6カ月フォロー

12組/26組

2024年度　「つくしんぼ」実施一覧

実施日 参加親子

第1回 4月24日 12組

第2回 5月29日 8組

第3回 6月26日 12組

第4回 7月31日 9組 〇ひろば型子育て支援拠点あおぞらひろば 3人

第5回 8月28日 10組
〇八本松太陽こども園ひなたぼっこ

（すくすくサポート八本松中央）

〇こども家庭課基幹型子育て支援センター
3人

第6回 9月24日 10組
〇ひろば型子育て支援拠点あおぞらひろば

〇八本松太陽こども園ひなたぼっこ

（すくすくサポート八本松中央）
3人

第7回 10月23日 11組
〇八本松太陽こども園ひなたぼっこ

（すくすくサポート八本松中央）

〇キッズプラザひがしひろしま　ゆめもくば
3人

第8回 11月27日 12組
〇キッズプラザひがしひろしま　ゆめもくば

〇八本松あおい保育園　こんぺいとう 3人

第9回 12月18日 11組
〇八本松太陽こども園ひなたぼっこ

（すくすくサポート八本松中央）

〇八本松あおい保育園　こんぺいとう
3人

第10回 1月29日 10組

第11回 2月19日 9組

第12回 3月5日 10組

計 124組 18人
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こども未来部
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手法等の構築


